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坂　本　信太郎
1．はじめに
　rメソデル家12人兄弟館の書」，第一巻，第一部の紹介も，ようやく索引番号
101（Amb．317．2。，M－Bd．1，1Nr．，101，Stadtbibliothek　Nbg．）から索引番
号167v．（Amb．317．2。，M－Bd．1，1Nr．，167v，StadtbibliothekNbg．）の134
葉を残すのみとなった。
　今回は，そのうちの半数，134Y．（Amb．317．2。，M＿Bd．1，1Nr一，134v，
Stadtbibliothek　Nbg．）までの68葉について，従来通り肖像画と，これに附さ
れている，描かれた人物の経歴を紹介し，これについての若干の説明を記す。
　尚，本稿も前回の文化特集号（早稲田商学第309号，昭和60年1月発行）の
場合と同様に早稲田大学商学部鹿野研究振興基金による成果の一部である。
2．　「メンデル家12人兄弟館の書」
　101．釘製造人
　！482年，釘やのFrycz　Zom，聖V1rychsの日の前夜の水曜日（7月3日）
に死す。203番目の兄弟であった。（1482年の作画）。
　石積みの壁で囲まれている赤色瓦の小さな屋根の仕事部屋。正面に大きな四
角な窓があけられている。都屋の左隅には鍛冶炉があり，燃え盛る火の中に鉄
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片が挿し込まれている。炉の前に据えられている太い木台に置かれている金敷
を前に，職人が四脚の小さいベンチに座し，仕事をしてい私赤熱した釘の粗
材をダイスに打ち込んで，ハソマーできちんとした形に整えてい私
　釘の使用は，技術の発展に伴い愈々増カロしていったが，その製作法は16世紀
に入っても図のような手釘鍛冶が殆んどであった。先づ鉄を平らに鍛造し，鋼
の切タガネで細長く割り，材料棒を造る。これを加熱し，叩き延ぱし先細りに
鍛造する。次いで，棒の他端の釘頭になる太い部分を，打ち曲げて折る。この
ようにして形を犬体調えた粗材を，ダイス孔に通して叩き，釘頭を丸味や或い
ば平らな六角形などの形に鍛造し，きちんとした一定の釘に成形するのであ
る。釘には，船釘，板釘，スレート釘，蹄鉄釘，靴釘など用途により，亦角，
丸，平釘といった形により，種々種類分げされていた。大小もさまざまで，大
きなものにば船釘，聞門用釘の10イソチや18イソチのものもあり，小さいもの
では馬具師や表具師用の100本で重さが110グラムといった細かいものまであっ
た。更に鍛造したままの黒色の地肌の黒釘と，それを錫メヅキした白釘の類別
もあった。19（早稲田商学302号，P．192，Fig．27）を参照。
　101v．甲胃磨き工　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・104
　　　　　（オ牙イ宝）　1483年，大斉の第二主日後の水曜目（2月26目），Hams　Pemecker死す。
甲宵磨きであった。204番目の兄弟。（1483年の作画）。
　甲胃磨きが，家の前で，甲胃の一部を磨いている。家は階段状の切妻を持ち，
ブッチエソガラスの入った窓のある立派た建物である。敷石で平らに舗装され
ている路上に置かれている仕事台の上には，口を束ねた研磨材・ベソガラ入れ
の革袋と，研磨用木型台をとめる木釘を叩くハ：■マーがある。力を入れて磨い
ても，薄鉄板製の甲胃に変形を生じないように，その形どおりに型どられた研
磨用木型台に甲胃を被せて磨くのである。15世紀の後半は薄鉄板製の鎧，兜の
完成期で，盛んに造られた。
　職人の背後にある机には，馬上試合用の兜カミ2個と鎧の一部分，そして蓋の
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　　固g．105．給仕人
（Amb．317．2。，Bd．I，102）
ある大きな水差し，ガラスのコヅプ及び尖り白パソが2個置いてある。水差し，
コップ，バソは彼が時々摘む為のものなのであろう。7v，17，87（早稲田商学
302号，P．182，Fig．15；P．190；309号，P．279）参照。
　102．給仕人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．105
　1483年，ゼバルディの日の前の水曜目（8月ユ3日）にHanns　Hewsner死
す。元は兄弟館の召使いであったが，後に兄弟館の一員になったのである。
205番目の兄弟。（1483年の作画）。
　館の制服を着た下男が，タイル張りの玄関ホールに立っている。多数の鍵東
を帯から下げ，左腕にパソをかかえ，蓋つきジョッキを手にしている。右手に
は，しぱを束ねて作った箒を持っている。玄関ホールの前繭は立派な柱に支え
られたアーチ型の壁になっている。そしてホールの両側は大きく開かれてい
る。屋根には凹凸形の冠飾りが見られる。
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　102v．毛皮衣料製造者
　1483年，秋の聖十字架祭の前日の水曜日（9月10日）にKuncz　Kelbemayr
死す。毛皮衣料製造者であった。206番目の兄弟。（1483年の作画）。
　仕事の様子は，52v．（早稲田商学305号，p．183，Fig．58）と同じであ
る。
　ヨーロッパ人の毛皮に対する欲求は大変に烈しかった。普通，一般庶民には，
山羊や羊の毛皮が用いられたが，上級階級の人々や，富裕な人々は，1コシア，
スカンディナヴィア産のてん，ビーバー，りすなどの毛皮を好んで使用した。
従って，これらの毛皮はハンザ商人にとって重要なバルト海貿易の輸入商品で
あった。
　103．鎖帷子作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．106
　1484年，聖オッテソ僧正の日（9月30日），甲胃製作老のHanns　Ackerman
　Fi9，106．鎮帷子作り
（Amb．317．2。，Bd．I，103）
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死す。207番目の兄弟。（1484年の作画）。
　職人がゴシック式の重厚な机を前に座して仕事をしている。鉄板製の小環を，
ヤットコで鋲留めしている様子は，10（早稲田商学302号，P．183，Fig．16）及
び92v．（同誌309号，p．287）と同様である。机上には部晶の鉄板製小環，ハ
ソマー，小さい金敷，そしてパンの切れはじとガラスのコップ，ナイフが見え
る。パン，コップ，ナイフは101v．（本稿，P．103）の図に見られたのと同様，
間食用なのであろう。
　金敷の尖端部に小さい穴が一つあいているが，この穴は，あらかじめ，切れ
目を入れて，割ってある部品の小環の両端部に，鋲を挿し込む為の穴を，打ち
抜きポソチであけるのに使用するのである。ニュルソベルクの金属工業は外国
市場で有名で，鎖帷子，甲胃などの武器は遠くスベイソまでも輸出される有様
であつた。
　ドイツでは武器鍛冶技術考は非常に尊敬されていた。15世紀後半期，特に鎧
鍛冶はr王候の友」，r芸術家」の地位を得るほどであった。甲胃技術が最も栄
えたのはアウグスブルクとイソスブルックであった。
　103v．桶屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．107
　1485年，ブラシウスの日（2月3日），桶屋のHanns　Gebenpach死す。
208番目の兄弟。（1485年の作画）。
　桶屋は削り台〔この図ではFi＆99（早稲田商学309号，P，293）の⑮板が
除かれている〕にまたがって，取手が2個ある桶のたがを締めている。床には
出来上った桶と，たが，そして手斧が置かれている木台がある。傍の机上には
小桶が2個，たが，三叉の燭台，そしてここにも亦水差し，尖がりバン，ガラ
スのコップとナイフが見える。
　木の榑や桶の製作技術は古代エジプトで発達した。ヨーロッパでは青銅器時
代後期，スイスで製造が始まっている。ローマ時代に出現した合せ釘で接合し，
鉄のたがで締めつけた樽は，ブドー酒の長期保存を可能にLた。12世紀におげ
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　　Fig．107．桶屋
（Amb．31τγ，Bd．I，103v．）
る商業，交易の発展は，品物の安全な運搬容器として，更には標準容量容器と
して，榑の需要を薯しく増大させた。そして貿易船には重要な乗組員の一員と
して桶職人が数えられていたという。
　104．財団管理者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．108
　1螂6年，使徒・聖ベトロの鎖の言己念日後の木曜日（8月3日），Marquartt
Mende1，12人兄弟館及びカルトジオ修道院の管理老とたる。彼の在任中，49
人の館の兄弟達が死亡Lた。そこで1510年，彼は彼の相続人の助言に従って，
12人兄弟館の管理者を辞することとたった。（1486年の作画）。
　Marquard　Mende1（在任期問1486～1510．1517年死亡）と夫人Ursula，旧
姓Ha1lersteinのHaner，の管理考夫妻が，図中左側，斜に画かれている祭
壇の前に脆づいている。祭壇の前面はびっしりと彫刻が施され，その上面は刺
繍がされているクロスで覆われている。そLて左右両端には一個づつ真録製燭
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　Fig．108．財団管理者
（Amb－317．2o，Bd－I，104）
台が据えられ，中央部には青色の三折祭壇屏風を背にLたマドンナの像が立っ
ている。マドンナは幼いキリストを左腕に抱き，右手に聖笏を持ち，弦月と光
輸の輝きの中にある。屏風の向って右翼にはハープとマソドリンを持ち音薬を
奏している二人の天使が画かれている。
　管理老の黒色の長いローブの襟周りには，幅広の黒テソの毛皮が着けられて
いる。彼はメダルの付いた赤と白の真珠玉らしい，短かい数珠を手にしてい
る。夫人は赤い襟なしの長いコートをはおり，当時流行の大きな白絹のウィン
プルを被っている。そして大粒の長い，赤真珠と見える数珠を手にかげてい
る。両老の足もとには，Mende1家とHallersteinのHaller家の紋章が画か
れている。
　104v．パソ屋
　1486年，聖ロレソツの日の前夜（8月9日），パンやのK1oB死す。彼は長
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年に亘り，市場開催権を有する市壁外耕作地（現在はニュルソベルク市の郊外
の町になっている）におげる参事会員の一人であった。209番目の兄弟。（1486
年の作画）。
　館の制服を着て，カプチン頭巾を半分ほどひき上げデフーブルにしているパ
ン屋が，焼げたパンを取り出そうとして，長柄の木製シャベルを窯口に差し入
れようとLている。パン焼き窯は半球形で，下の部分は煉瓦積みである。そし
て雨がかからないように，赤瓦の屋根の木組小屋に蔽われている。窯の形式は
既出の窯と同じである。窯の前のベソチには狐色に焼げたパソが並んでいる。
亦，ブラシを入れた水の入った小桶が見えるが，これはバソの表面だげがこげ
すぎてしまわないよう，一様に内都まで充分に熱が通り，ほどよく焼けるよう
に，パソの表面に水を塗るためのものである。
　105．パソ屋
　1487年，聖霊降臨祭の第三日目の目（6月5日），SteinのV11ein死す。
彼はパソ屋であり，210番目の兄弟であった。神の御恵みを垂れたまえ。（1487
年の作画）。
　前図104v．を対称的に入れ換えた，粗悪な模写である。
　105Y・皮なめし屋
　1488年，聖フラソシスコの目（10月4日）に皮やのHaintz　ZiiBhom死す。
211番目の兄弟。神の御恵みを垂れたまえ。（1488年の作函）。
　革の材料である種々の獣皮がベソチの上に重ねてひろげてある。亦，都屋の
天井から下げてある桿に数枚の獣皮がつるしてある。長い尻毛のついたのも渥
じっている。
　革屋はベソチの前に座して，ナイフで並べてある獣皮を調製している。彼が
履いている靴は，足首に革ひもで巻きつげられている。62▽．（早稲田商学309
号，P．249，Fig．67）参照。
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　106．農夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．109
　1489年，聖バウロの信仰告白の日の後の月曜日（1月26日），農夫HanB
Cra任t死す。212番目の兄弟。神の御恵みを。（1489年の作画）。
　館の制服を着て，バソドに鞄を下げた半長靴の農夫が，有輸梨のハソドルを
握って，畑地を耕やしている。この有輸梨は木製である。図から見ると，2頭
の馬で挽いているようである。梨耕には旧くは，専ら一連の牡牛が使用されて
いたが，13世紀以降になると馬もよく使われるようになった。
　耐寒性が強く，乾燥地帯を好むムギ類は西ヨーロッパの地に適した作物であ
ったが，この当時の生産力は極めて低かった。そのために大きな耕地面積を必
要とした。亦，早くから蓄力の梨耕への使用が行なわれた。生産力の一層の向
上のために，8世紀頃に入ると三圃式農業が採られ始めたが，西ヨーロヅパの
各地に普及するのはようやく11世紀を過ぎてからの事であった。それは1つに
　　Fig．109．農夫
（Amb，317．2o，Bd．I，106）
339
　110　　　　　　　　　　　　早稲田商学第312号
は，無秩序に並存する耕地を整理し，少くとも60工一ヵ一（1acre＝4050m望）
以上の大きさに集約しなげれぱならなかったことである。次に三圃農法も，冬
穀と夏穀を2年続げると，3年目には雑草が繁茂し，作附が不可能になるので
休閑し，夏の問に深く耕起L，雑草を根から掘り起して反転して埋め，害虫と
共に土中で根絶させねぱならたかった。このために，穣土板を持ち，車輸を具
えた重い梨（ゲルマソ梨）が必要であった。このような有輸梨の出現を待って，
始めて三圃式農業は有効な力を発揮し得て普及することが出来たのである。有
輸梨は高価であったので容易に入手出来なかった。従って一般農民達は，所有
者の領主，教会，修道院，富裕者から貸与を受げるか，或いは共同で購入L，
共同利用したのである。
　106マ．木製サソダルづくり　　　　　　　　　　　　　　Fig．110
　1489年，聖バーソ目ミュの前夜（8月23日），木製サソダルづくりのKuntz
Fi9，110．木製サソダルづくり
（Amb．31τ〃，Bd．I，106v一）
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Franck死す。213番目の兄弟。神の御恵みを。（1489年の作画）。
　木製サソダル職人が作業用木台の前に座L，小さな手斧で，ほぽ出来上って
いるトリッベ（TripPe）を加工している。トリヅペとはかかとの高い木製の
サソダルの事である。55（早稲田商学305号，P．185，F且g．60）を参照。都屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔セソ）の石積み壁の，細長い木枠に加工道具の鐘が4本掛げてある。トリッペづくり
は，先づ幅の広い斧で細長い材を犬体成形し，次いで鍾で丁寧に削ってサソダ
ルに仕上げるのである。次いでサソダルの前歯の辺りに革の帯をつけて出来上
る。完成品が木台の傍に置いてある。当時の靴には厚い底やヒールが付いてい
なかったので，雪道や稜い街の道路から，衣服や足をよごさないようにするた
めにトリッベを使用したのである。
　i07．仕立屋
　ユ489年，ディオニシス祭の後の土曜目（10月10日），Hainrich　GδBwein死
す。彼は市壁の外側に住んでいた仕立屋であった。214番目の兄弟。神の御恵
みを垂れたまえ。（1489年の作画）。
　18（早稲田商学302号，P．190，Fig．25）と同じ図である。仕事部屋の壁に
そった桿には，出来上ったズボソがかけてある。ズボソは足先まで長く続いて
いて，極めてタイトに仕立てられている。
　107v．鐘楼守　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．111
　鐘楼守のJacob　Prisnerは枝の主日の前の日曜日に死す。215番目の兄弟。
神の御恵みを。（1491年の作画か？）。
　鐘楼守は，のこぎり壁を冠状飾りにした，赤色に塗られた高い円壌の望楼の
窓から，ラッパを吹き鳴らしている。鐘楼守は日中も夜間も塔の中にいて，絶
えず，敵や盗賊を見張り，亦火事の発見を任務とし，異状があるとラッパや角
笛，鐘などを鳴らして人々に急を知らせた。亦，蒔刻を通報することや，ツバ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヤ＾ザ中）メの初の飛来を観察Lて，春の到来を市民に告げる事も役目だった。矢狭聞の
ある市壁が鐘楼の外側にめぐらされているのが見られる。
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　　Fi9・m・鐘楼守
（Amb．317．ヅ，Bb．I，107γ）
　108・紐つくり
　1492年，アソソニの目の前の木曜日（1月12日）に紐つくりのOtt死す。
216番目の兄弟。神の御恵みを垂れたまえ。（1492年の作画）。
　朱色の制服に・灰色のカプチン頭巾を被った職人が家の前に置かれている製
紐装置（97v・，早稲田商学309号，P．292，Fig．100．を参照）を運転している。
家は青色の寄棟屋1根で・丸弓形の戸口があり，十字枠がはまっている窓がある。
右側の窓には玉にまるめた製品と紐のままにしてある製品とが下げてある。亦
この窓に張り出してある陳列台には，水筒とコヅプが置いてある。
　108▽。薪計量士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．112
　1492年，聖母マリア・汚れなき御やどりの日（12月8日），薪計量士であっ
たHans　Voge1死す。217番目の兄弟。神の御恵みを，アーメソ。（1492年の
作画）。
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　Fi9，112．薪計量士
（Amb－317．2。，Bd－I，108v一）
　家の前庭で，市から公認されている薪計量人が，木製の計量枠の中に，きま
った長さに切断されている薪を積み重ねている。赤い帽子の鍔をまくり上げて
被っている田舎風の服装の若老が，荷車のはしご枠の荷台から，一本づつ計量
人に薪を手渡している。計量用木枠の2本の柱には，目盛の穴があけてあり，
売買数量に応じた目盛穴のところまで横木を滑らせて木釘で留めるようになっ
ている。この枠囲いの聞に一杯になるまで薪を詰めて計るのである。計量士は，
買い手，売り手のいづれもが不正をされないように正しく取扱って，整理をす
るのである。
　109．真録板展伸工
　1494年，聖シそソとユダの日の前夜（10月27目），真鐵板叩きのHeintz
Vischko1b死す。218番目の兄弟。神の御恵みを，アーメソ。（1494年の作
画）。
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　81．（早稲田商学309号，p．271，Fig．84）の下手な，粗雑な模写である。
　109v．肉屋
　149垂年，聖カテリーナの目の前の日曜日（11月23日），肉屋のV1rich
Piterlein死す。神の御恵みを。（1494年の作画）。
　59v。（早稲田商学305号，P．189，Fig．64）の下手な，粗雑な模写であ
る。
　110．荷馬車の駆者
　1494年，墾カテリーナの日（11月25日），Hans　Schu1theis死す。荷馬車の
駆老であった。人々は彼のことを車やハンスと呼んでいた。220番目の兄弟。
（1494年の作画）。
　編み籠製の箱を荷台にした2輸車の側で，馬又考が細い棒を振り上げて馬を駆
している。車の両側から出ている2本の較の間に，鞍をつげた白馬がつながれ
ている。この絵も亦，ひどく下手な絵である。絵の下部1μ程が段損してい
る。
　110v、荷造り人
　1495年，聖バウロ回心の日の前の金曜日　（1月23日），荷造り人のHans
Schupf死す。彼は人々から魚やハンスと呼ばれていた。そして26年問を兄弟
館で暮した。神の御恵みを，心からアーメンを唱える。211番目の兄弟。（1495
年の作画）。
　荷造り人は，格子粋の窓のある，丸天井の部屋で，床に置かれている輸送荷
物の包みに，縄をしっかりと掛けている。肩から斜にかげている縄を右手で繰
り出し，左手に持った棒で，縄を堅く締めつげたり，亦縄を通す隙間をこじあ
げたりして緊縛しているのである。下部が駿損しているのでよく分らないが，
床上には縄を掛げ終った何個かの包みがころがっている。
　111．市検量官　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．113
　1495年，バレンタイソの日の後の月曜日（2月！6目）に公認・くるみ検量官
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　Fi9，113．市検量官
（Amb．317．2。，Bd．I，111）
のJOrg死す。彼は52年問に亘り，ニュル1■ベルク市当局の検量役人（＊meiner
hermeicher）であった。（＊ニュルンベルグ市議会員や市役所員の中から，
市民のために特別な役目を果す人々に，市当局から辞令を出した。その辞令を
授けられた検量官のことである）。神の御恵みを，アーメン。222番目の兄弟。
（1495年の作画）。
　丸弓形の玄関と斜格子枠の入った窓のある大きたホール（ニュルンベルク市
庁舎の裏側にあるホールとよく似た図である。）の申に，二頭立ての四輸荷車
が留っている。荷台の柵にはクルミの入った袋が開かれて下げてある。検量官
は，今この袋から標準枡でクルミを計り出し，車の前方に置かれている桶にあ
げている。車のすぐそぽには別の標準枡らしい容器が置かれている。床の右手
には，真中に取手がわたしてある3個の木製手桶が並び，左手にはかごとつぼ
が見える。ホールの壁には皿天秤が下げてある。クルミ検量官はクルミの取り
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引きの場で検量を行うだけでなく，枡，天秤，分銅などの度量衡器の正しさの
検査と監視をも任務としている。図の下部の一部は段損Lている。
　クルミ検量官，度量衡器検定官に関しては下記文献参照。
　A．Jege1，Em註hmngs揃rsorge　des　A工tnumberger　Rates．Mitt．d．Ver．
f．Gesch．d．Stadt　Niimberg．Bd．37．！940－S．134．Mit　der　Eichung
von　lMeBger亘ten　usw．beauftragte　Personen　treten　in　der　NOmberger
Ratsver1註ssen　zw三schen1479und1562mehrfach　auf．Verg1eiche：
　Th．Hampe，N立mberger　Ratsver1直sse．Bd．I．Wen　u，Leipzig1904
（siehe　Register＝Ratsver1身sse，Bd．3，S．118）．
　111▽．帽子屋
　1495年，聖ワールプルグの日の前の水曜目（4月29日），帽子屋のUlrich
Gotseygeert死す。223番目の兄弟。（1495年の作画）。
　75v．（早稲田商学309号，P．263，Fig．78）の模写である。
　112．馬具師
　1496牢，キリァニの日の後の日曜日（7月10目），HermanEberhart死す。
彼は馬具師であった。非常におとなしい，そして極めて常識的な人物で，貴人
達とも交友があった。224番目の兄弟。（1495年の作画）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7プ…）　青色の制服姿の職人が仕事台に向って，鞍に鐙のついた革帯をつけている。
台の上にはバックルのついた太い革帯や，革の切り屠がちらかっている。ナイ
フと革細工用突錐も見える。大変下手な絵で，色があせており，可成り段損し
ている。
　112▽．毛皮衣料製造者
　1497年、カール週問中の水曜日　（5月22日），毛皮衣料職人のMicher
Lacher死す。225番目の兄弟。（1497年の作画）。
　職人が丸形の椅子に座し，縫い合せたシベリア産のリスの毛皮を・膝の上に
ひろげて，その縁をナイフで切りそろえている。シベリア産のリスの毛皮は・
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ハンザ商人の手で輸入されたもので，大変高価なものであった。
　113．ブドー酒屋店員
　1497年，5月22日，Hans　Schneefoge1死す。彼はNic1as　GroBen候の市
場で，31年聞ブドー酒屋の店員を勤めていた。226番目の兄弟。神の御恵みを。
（1497年の作画）。
　21v，（早稲田商学302号，P，195，Fig．30）の模写である。
　113v．肉屋
　1499年，救世主御公現の日の後の月曜日　（1月7日）に肉屋の▽1rich
Weyge1死す。227番目の兄弟。神の御恵みを。（1499年の作画）。
　59v．（早稲田商学305号，P．189，Fig．64）と同様の図である。店内の壁の
物掛げには，大きな屠殺用の斧と，内臓を取り除いた屠畜がその後脚を縛られ
て吊されている。肉屋は早朝から昼まで開店していた。しかし内臓や焙肉，ハ
ム，ソーセージなどの加工肉は，肉屋とは別で，加工肉専門店でなけれぱ求め
られなかったo
　114．酒樽出し入れ人
　1499年，聖グレゴリォ祭の後の日曜日（3月17日），Heintz　Galster死す。
彼は酒榑運び人（schrOter：ブドー酒樽或いはビール榑を荷揚げしたり，積み
こんだり，地下の酒倉に運び入れたり出したりする作業人。）をしたり，ブド
ー畑の日雇い農夫をLたりしていた。とても風変りで，気むづかしい人聞であ
った。228番目の兄弟。（1499年の咋画）。
　石積の壁に開いている丸弓形の暗い入口に，太い大きな丸太がもたせかげて
ある。入口は地下酒倉に通じている。そしてすべり梯子が降ろしてある。この
すべり梯子に載せた酒樽に巻きつげた太い綱は，更にその一端を丸太の下部に
具えてある突起した栓の間にまきつけ，からませてある。運び人はこの綱を少
しづつ繰り出したり，引き上げたりして酒榑の出し入れをするのである。
347
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　114v一刀鍛冶屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9・114
　1500年，ソフィーの日の後の土曜日（5月16目），Virich　PrOmaur死す。
彼は刀鍛冶で，気難しい，大柄の，変った人物であった。229番目の兄弟。神
の御恵みを，アーメソ。（1500年の作画）。
　大きな金敷の上で刀を鍛えている。床上にも，金敷の木台の上にも出来上っ
た刀が散らかっている。石積壁に切ってある鍛冶炉には火が真赤に燃え上がり，
刀が挿し込んである。炉の左側にはテヲ機構の鰯が見える。鍛えられ，炉中で
真赤になった刀を急に冷水に浸すと，刀は堅くなるが，このとき反り返るので，
再度金敷の上で，平頭の真直な金鑓で叩いて調製するのである。刀の柄の部分
には刀把を敢りつける為の穴があげてある。刀把には木や角，銀，青銅などの
金属が用いられ㍍そしてそれらに彫刻が施されたり，金銀で象嵌がされるこ
ともあった。
　Fig－114。刀鍛冶屋
（Amb－317．2。，Bd－I，114）
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　115．硫毛工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・115
　1500年，聖十字架称賛祭（9月14日）後の木曜目の晩，毛硫き職人の亘einrich
Pfemingspeck死す。230番目の兄弟。神の御恵みを。（1500年のf乍画）。
　アーチ型の大きな窓が開いている石積の壁の前で職人が作業をしている。壁
の上部には草が生えている。そして大きな窓の中央には太い支柱が入ってい
る。この支柱に取手が1つある大きなカゴが掛けてあり，このカゴの取手の反
対側の底部には穴があげてある。職人はこの穴から中の毛の塊りを引き出し，
2本の長い鉄歯の統き櫛で棟いている。床上にある火鉢では，硫き易くするた
めに硫櫛を熱している。羊毛の塊りが幾つか入っている両側に取手のある籠が
見える。これらの作業は紡績に入る前の作業で，からまっている繊維のもつれ
を解きほごすためのものである。始めの頃はアザミ（Carduus），オニナベナ
の頭部を使って硫いていたが，後には針金をブラシのように植えた1対の板を
　　Fi9・115．硫毛工
（Amb．317．ヅ，Bd．I，115）
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用いて，一方から池方へ引きうつして硫いていた。12世紀頃になってから，図
のような硫櫛が普及したのである。亦，弓に張った弦を振動させ，その振動で
解きほごす方法もある。28v．（早稲田商学302号，P，199，Fig．33）参照。
　115v．真鐵板展伸工
　1501年，バーソロミューの日の後の金曜日（8月27日），真鐵板叩きの
Wo1fhart　Sche伍er死す。早起きの人であった。231番目の兄弟。神の御恵み
を。彼は市壁外耕作地出身の市参事会員で，84才であった。（1501年の作画）。
　81，89v．，100（早稲田商学309号，P．271，Fig－84；P－283；P－297）の模写
である。
　116．短剣作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．116
　150！年，秋のマリア誕生祭（9月8日）の後の日曜目（9別1日），短剣作
りのHans　Gerber死す。232番目の兄弟。70才であった。（1501年の作画）。
　Fi9・116。短剣作り
（Amb．317，2。，Bd－I，n6）
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　背もたれのある椅子に座し，首の長い支柱に鉄のブロックをつけた万力で，
片刀のナイ7をヤスリで加工している。仕事台の上や，壁にかけた冠状飾りの
ある棚，亦，ゴシヅ式の飾り足の机上には完成した短剣が数多く置かれてい
る。がっしりした豪華なタンスの中には完成品がきちんと東ねられてい飢そ
の側には発送用のブリキの箱が置かれているむ
　116v．鞄製造人
　1501年，聖マルチソ祭の前夜（11月10日），鞄やのFritz　Nutze1死す。80
才であった。233番目の兄弟。神の御恵みを。（1501年の作画）。
　瓦屋根の軒下に飾り縁が囲らしてある家。その中央部分は，大きな張り出し
屋＝根になっている。張り出L部分の天井は板張りである。中央部の外壁には2
個の通風口と，丸弓形の大きな窓が開いていて，下ろすと陳列台，仕事台とな
るはね上げ戸板がついている。職人が，その仕事台に向って半月包丁を持って
立っている。台上にはベルト用のさげ鞄の完成品と，材料革が置かれている。
38v．（早稲田商学305号，P，167，Fig．43）参照。
　117．理髪師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珊g－117
　1502年，聖パウロ回心の日の前夜（1月24日），理髪師Linhart　Schmeltzer
死す。234番目の兄弟。82才であった。神の御恵みを。（1502年の作画）。
　斜格子のガラス窓のある部屋。部屋は右手の丸弓形の出入口に通じた±聞で
ある。壁際にはゴシク様式の足飾りのある机と扉のない戸棚がある。戸棚には
軟膏の入ったつぼと絆創膏を入れたブリキカソが多数置かれている。戸口の真
上の板張りの棚にも同様なつぼとカンが載っている。つぼにはレヅテルが貼ら
れている。今，床屋はヘラを持ち，膏薬を調製しているところである。
　職匠歌人（Meistersinger）Hans　Sachsと版画家Jost　Ammanの著書
“職業の書”（Eygentliche　Beschreibmg　aller　St差nde　auff　Erden．Frank－
furt　a．M．1568，B工．O　IIIr）の中で，ハソス・ザックスが床屋を右記のよう
に詠じている。
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　　Fig．117．理髪師
（Amb－317．2。，Bd－I，117）
　わしの評判はどこでもきかれる
　神の恩寵ありがたく
　切傷，古傷，骨折をなおす
　てきめんにきく軟膏もわしはつくる
　梅毒をたおし，そこひを手術し
　火傷もたおせぼ，歯もぬく
　しかもひげそり，頭を洗って髪を刈る
　潟血も大いに得意なのじや
（小野忠重解題，村田郁夫訳．西洋職人づくし．15v．岩崎美術杜刊より）
　16世紀当時，床屋は外科医の役目もかねていた。従って外科医は理髪外科医
と呼ぱれ，卑しい身分のものとされていた。王候・領主や傭兵隊長に招かれて，
戦場におもむき負傷兵の治療にあたったりLた。
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理髪職人の親方試験にr4種類の絆創膏，8種類の軟膏そして2種類の外傷
用煎じ薬の調製」が課せられたことが，1519年のハンブルグの文書に見られ
る。（O．Rudiger，Die　altesten　Hamburgischen　Zunftro1len・Hamburg
1874，S．12）。
　しかし，フランス人の理髪外科医老アソブロアーズ・パレ（Ambroise　Par6．
1510～90）のように戦場での経験を土台にして，銃創の正しい治療法や手術に
おける血管結紮法を発見し，r外科学全10巻」を著わL，近代外科の父と呼ぱ
れるような立派な人物も居た。
　理髪業に関Lては下記文献参照
W．Gutsche，Geschichte　der　Bader　und　Barbiere　in　Erfurt．T1－1；
Das　Mitte1a1ter．Erfurt1957（＝Beitr．z．Gesch．d．Stadt．Nr．4）。
　L廿becker　Ratsurtei1e．Hrsg．v．Wi1h．Ebel．Bd．3＝1526～1550．G6t－
tingen1958　（hier　auf　S．107Amtsentsetzung　eines　Barbierers1529
durch　Beckenentzug）．
　117v．真録板板金工
　1502年，聖ガルスの祝日の前夜（10月15目），真録板板金工HeintzSchramm
死す。80才であった。235番目の兄弟。神の御恵みを。（1502年の作画）。
　94v．（早稲田商学309号，P．289，Fig．96）と同一の作業図である。
　118．木炭計量士
　1502年，聖女ルチヤの日の前の土曜日　（12月10日），Herman　RawmBte－
schlein死す。97才であった。彼ば最初は刀鍛冶であったが，後に木炭計量人
になったのである。236番目の兄弟。（1502年の作画）。
　彼は館の制服に，財布鞄を吊した革帯を締めている。長いひげをはやし縁
のない帽子を被っている。重ねた大きな黒色の籠の取手に，小形の熊手を通し
て引っ担いでいる。
　木炭計量人は公認を受けていて，規定容量の木製の桶か或いは籠製の木炭枡
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で木炭を計量するのが役目である。計量人の報告に基づいて消費老（例えぱ製
錬場，鍛冶屋……）と炭屋，そして森の所有者との問に会計清算が行われるの
である。
　木炭計量人に関しては下記文献参照
　J．G．Krinitz，Oekonomische－technclogische　Encyk1op註die．T1．43．
Berlin1788．S．160－162，184～186．
　F．M．Ress，Bauten，Denkm直1er　md　Stiftmgen　deutscher　Eisenh七t－
tenle1ユte，D宜sse1dor｛1960，S．311，
　118v．財布枠金具作り　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9．118
　1503年，聖パウロ回心の日の後の火曜日（！月31日），財布枠金具作りの
Mart三n　Newpaur死す。84才であった。237番目の兄弟。（1503年の作画）。
　褐色の制服の上に，カプチソ頭巾を長く背に垂らした職人が，三脚腰掛けに
　Fig．118．財布枠金作り
（Amb－317．2o，Bd－I，118v一）
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座し仕事をしている。彼は細長い丸太に据えられた小さい金敷で二本の締め金
具の両端を金槌で鋲留めし，財布の口金（ガマロの部分）を仕上げているので
ある。金敷は面が長円形で，傾斜している特殊なものである。仕事台の上及び
その背板には口金用の部材が置かれている。更に脇に立っている柱には出来上
った口金が掛げてある。締め金具には真鐵製や鉄製のものがある。
　119．荷馬車の駆者
　1503年，稔りの申の聖マテオ祭の日（9月21日），駁者HeintzTrechBe1死
す。4年間，兄弟館に過した。彼は長い間ニュルソベルク市に舗装用の石と砂
を運んでいた。238番目の兄弟。（1503年の作画）。
　彼は今，箱組みの荷台の2輸車で，砂利の多い道を，一杯に石を積んで運ん
でいる。
　119v．皮なめし工（白華柔工）
　1504年，聖ヴィトスの祝目前の水曜日（6月12日），皮なめし工のIOrg　Egen
死す。70才であった。23年間以上に亘り兄弟館に暮した。そして45週間の長い
問，病床に伏していた。239番目の兄弟。（1504年の作画）。
　カプチン頭巾をデフーブル（頭を出すために後に引く被り方。）にし，制服
の両腕をまくり上げ，前掛けをした操工が，鞍用削り台の上にひろげた獣皮を，
両握りのついた刃のない毛削り刀で脱毛している。92（早稲田商学309号，
p．286，Fig－94）の左右反転した図である。
　120．武器・道具鍛冶　　　　　　　　　　　　　　　　Fig－119
　1504年，聖ヴィトスの日の後の火曜日（6月18日），鍛冶やのNiclas　Sch－
weitzer死す。彼は種々な武器や道具を上手に鍛えた。2年間，館に暮し，40
週間の長期聞病床にあった。85才で死す。240番目の兄弟。神の御恵みを。
（1504年の作画）。
　石積みの壁に大きな丸弓形の窓がひらかれている。窓には真中で二つに分か
れるはね上げ戸がついている。彼は窓の奥に見える仕事場で，白熱している槍
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Fig．119．武器・道具鍛冶
（A血b－3ユ7一ヅ，Bd．I，120）
　Fi9・120・家令兼書記
（A皿b．317．2。，Bd．I，120v。）
の穂先をヤットコで押え，四角な金敷上で鍛えている。右側には燃えさかる火
のある炉と作りつげの焼き入れ用冷却槽がある。武器・道具鍛冶は種々なタイ
プの槍の穂先や，農具の鋤先，円匙，枝払い用大型ナタ，手斧，三ツ歯錐…
を鍛造するのである。陳列台にはそれらの製品が並べられている。
　120v．家令，以前は公認の書記であった。　　　　　　　　Fi9．120
　1504年，聖母マリア昇天察の前の火曜目（8月13日），家令のHanB　Sey－
den壬aden死す。彼は13年間を館で遇ごした。特殊たゴシク式飾り文字を書き，
イタリック書体で器用に文書をすらすらと書く，すぱらしい公認された書記で
もあった。（1504年の作画）。
　家令は平丸・縁たしの黒い帽子を被り，膝までの館の制服を着け，鍵束を下
げたバソドをしている。左手で大きな蓋のある水差を下げ，右手に2個の大き
なパンの塊をかかえている。半円形の天井の彼の屋内には，事務用斜面机，足
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の低い小さいベンチ，そして凹凸の縁を持った冠状頭飾りの背の高い櫃がある。
櫃は四段に仕切られていて，上の二段には小さい水差が四個，そLて下の二段
には小さい酒樽が一榑づつ入れてある。一番下の樽には呑み口がつけられてい
る。書写用の斜面机の前には赤いクッショソのある三脚腰掛げが置かれていて，
机上にはひろげられた帳簿とメガネらしいものが見える。机の右側面には筆記
用具が吊るしてある。
　121．蹄鉄鍛冶屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．121
　1504年，聖母マリァ誕生日　（9月8日），鍛冶やのHanB死す。彼は
Liechtenawの近くのSachsen（Ansbachの近くの村である。）で鍛冶やを
していた。5年間を館に遇Lた。242番目の兄弟。（1504年の作画）。
　もじゃもじゃな毛のフェルト帽を被った鍛冶やが，そまつなワラ屋根の下の
戸外の仕事場で働いている。入口の側に炉が設けられていて，木組の輸機構が
　Fig．121。蹄鉄鍛冶屋
（Amb．317．2。，Bd．I，121）
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作られている。赤熱した蹄鉄をヤットコで押へ，金敷の上で叩いている。金敷
を据えている木台の上には，先の尖ったハソマー等種々の道具が載っている。
鍛冶やは輸のカラクリの長い柄を足で踏んで操作している。
　121Y、市吏員そして木炭計量士　　　　　　　　　　　　　Fi9・122
　ユ505年，聖燭節の前の金曜目（1月31日）にHanB　Premer死す。彼は市
の役人で木炭計量人を長らく勤めていた。兄弟館には2年間居住していた。
243番目の兄弟。（1504年の作画）。
　n8（本稿，p．123）と同様の描写である。
　122．靴屋
　1505年，聖女クニグンティスの祝日の日（3月3日），靴やのHanB　Fi1ser
死す。兄弟館には4週間居住した。2独番目の兄弟。（1505年の作画）。
　大きな横長の窓が開かれている仕事部屋で靴やは三脚腰掛けに座して，靴底
　Fig．122．木炭計量士
（Amb．317．炉，Bd．I，121v。）
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を縫っている。陳列台になっている窓のはり出し戸の上やタイル張りの床には
出来上った靴が置いてある。部屋の右側には，飾り金具の鍵のある丸弓形の木
製扉が見える。
　122▽．地方裁判所廷T　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9－123
　1505年，聖女クニグソティスの祝日後の木曜日（3月6日），HanB　Plewer
死す。彼は自由都市ニュルソベルクの郊外の裁判所のはしり使いであった。6
年間を兄弟館で過した。245番目の兄弟。（1505年の作画）。
　自由都市ニュルソベルクの裁判所の走り使いが槍をかついで，低い市壁の前
の石敷道を大またに走っている。カプチソ頭巾をデフーブルにして長く背に垂
らし，袖ぐりのある短かいマソトを着ている。マントの側面と胴着の袖には赤
と白2筋の線が入っている。亦マソトの右肩にはニュルンベルク市の紋章が附
いている。つぱのない平たい帽子，ピレッタ帽を被っている。レオナルド・ダ
Fi9，123．地方裁判所廷丁
（A㎜b．317．2o，Bd．I，122w）
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・ビンチの空気遠近法を想わせるように，遠景の山々が青く描カミかれている。
　123。染め直し工　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．124
　1505年，聖グレゴリオの日（3月12日），染め直しやのHanB死す。彼は長
い問ロイフェアー横丁（ニュルソベルク市内，ランダウアー横丁の南端で直角
に交わり・東は市壁のロイフニア門，西はエギディーソ広場までの間の小路で
ある。早稲田商学302号，P．168，Fig．1の略地図を参照）に住んでいた。兄
弟館にぽ5年間を遇した。246番目の兄弟。（1505年の作画）。
　制服の上にカプチソ頭巾をデフーブルに長く背中に垂らし，財布を吊るLた
バンドを締めた職人が，煮え立っている染液一杯の釜の中をかきまぜている。
突き出ている横木には染め上った反物とスカートが乾してある。
　染め直し工は，上等な品質で，まだ上品な今迄の色合が残っている衣料を，
それとは異る色に染変えるのを業とした職人である。主とLて亜麻布を黒や茶，
　Fi9・124．染め直し工
（Amb．317．2。，B吐I，123）
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帯黄色のような色，一色に染めるのである。
　37v．，53v．，60Y．（早稲田商学305号，P．166，Fig．42；P．184；P．190）参
照、。
　123v．画工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．125
　工505年，復活祭第3週の日（3月25目）にNiklaB　Kemer死す。彼は兄弟
館の一員として3週問を過した。247番目の兄弟。（1505年の作画）。
　画工はカプチソ頭巾をデフーブルに被り，背中に長く垂らし，その先端を制
服のバンドにはさみこんでいる。そしてタイル張りの床の歩廓に三脚の画架を
置いて画いている。華麗な細身の支柱で支えられている二つの大きな窓からは，
青色に煙ぶる遠くの山々が見える。画架には額縁に入ったマドソナ象が掛けて
ある。今，彼は左手の母指をパレットの穴に入れて支え，右手に絵筆を持ち，
マドソナ像の光背を画いている。
　　Fig∵　125。　垣ヨニ［
（Amb－317．2。，Bd．I，123〃）
361
　132　　　　　　　　　　　　早稲田商学第312号
　油絵は既に中世盛期には出現していた。Jan　van　Eyck（1390～1441）が油
彩画技法を初めて開発したのは問違いのないことである。乾性油や樹脂性の油
を調合して画くこの方法は，絵画の世界に画期的な形式をもたらした。
　音の油彩技法に関しては下言己文献参照
　A．P．Laurie，The　technique　of　the　great　painters．London1949．S．
87任．
　124．パン屋
　1505年，使徒聖ペトロの鎖の記念目（8月1日）の夜半，バソ屋のHerman
Straubinger死す。彼が兄弟館の一員であったのは22週問に過ぎなかった。
248番目の兄弟。（ユ505年の作画）。
　104Y．（本稿P．107）の模写である。
　124Y．馬具師
　1505年，聖母マリア無原罪の御やどりの日の後の金曜日（12月12日）の夜半，
馬具師のMiche1Halpmaier死す。彼は45日間を兄弟館の一員として過し
た。249番目の兄弟。（1505年の作画）。
　89，112（早稲田商学309号，P．282，Fig．92；本稿P．116）の模写であ
る。
　鞍，首輸に就いては下記文献参照
　Lynn　White　jr．，Medival　technology　and　social　change．Oxford1962．
S．7u，S．6工．
　125．　崖…畠而　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　126
　1506年，祈願節週間中の月曜日の午後（5月18日），庭師のComtz　StacheI
死す。彼は館の一員として3年間を過した。250番目の兄弟。（1506年の作画）。
　8v．（早稲田商学302号，P．183）の模写である。
　125v、ビール計量士
　1506年，聖母マリア奉献の記念日の前夜（11月20日）の真夜中にHanns
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　　Fig．126．庭師
（Amb．317．2o，Bd．I，125）
133
Fig．127．袋物・財布作り
（Amb－317．γ，Bd．I，126）
Franck死す。彼は市公認のビール計量人であり亦車大工でもあった。兄弟館
には30週に亘り居住していた。251番目の兄弟。神の御恵みを。（1506年の作
画）。
　20v，60（早稲田商学302号，P．193，Fig，28；305p．189）と同様の描写で
あるが，柄の長いひしゃくを用いて計量している点が異なる。ここの看板は5
角星である。
　126．袋物・財布作り　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．127
　1508年，救世主御公現の祝日後の月曜日（1月10日）夕方6時，袋物・財布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カ虫ク〕作りのHanns　Feir1ein死す。彼ばつむじ曲りの頑なな人物であった。兄弟館
に3年と11遇を過した。252番目の兄弟。（1508年のf乍画）。
　22（早稲田商学302号，p．196）と同様の図である。図に見られる財布袋は
いづれもモダソな形のものである。
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　126v．ブドー園の日傭取り農夫　　　　　　　　　　　　　Fig．128
　1508年，聖ローレソツの祝日の前夜（8月9目），ブドー園の日傭取り農夫
であったFritz　Rugenstein死す。彼は長い問ローレソッ教会教区の農場の
使用人を勤めていた。風変りな気むずかLい兄弟であった。兄弟館に7年間を
過した。253番目の兄弟（1508年の作画）。
　ブドー摘みをしている様子は3v．，35bv（早稲田商学302号，P，178；305号，
p．164）と同一である。添え木がされているブドーの蔓に，美事に熟Lた房が
生ってい乱農夫は弓形のナイフで収獲し，片手のついた小桶に入れている。
腰には枝伐栽用のカマをさしている。
　ブドー栽培の歴史に関しては下記文献参照
　A．Jegel，Emahrmgs揃rsorge　des　Altn亡mberger　Rates．Mitt．d．Ver．
f．Gesch．d．Stadt　Nirnberg．Bd．37．1940，S．142～148．
醐g．128。ブドー園日傭農夫
（Amb－317．γ，Bd．I，126平．）
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　Moriz　Heyne，Das　deutsche　Nahrmgswesen．Leipzig1901，S．113，
　127．　　！｛ソ長……二
　1509年，聖バルバラの祝日前の月曜日（12月3日），パ：■屋のLienhart
FilBhoffer死す。彼は死の床に伏してから48時問後の夕方6時頃に安らかに
死んだ。兄弟館には2年と15週を過した。254番目の兄弟。（1509年の作画）。
　104Y．，124（本稿P．107；P．132）の左右を入れ換えた模写である。
　127v．金細工屋兼鐘楼守
　1509年，聖女ルチヤの日の後の土曜日（12月15日）夕方6時，Wilhelm
Mair死す。彼は金細工屋であると同時に，長い間市の鐘楼守を兼ねていた。
兄弟館には12日聞を過したのみである。255番目の兄弟。（1509年の作画）。
　銅板葺きの球形屋根の鐘楼，鐘楼の頂部には，矢狭間のついた石落し装置の
囲廊がめぐらLてある。この塔の窓から鐘楼守は真直なコルネヅトを吹いてい
る。塔の許には2個の金敷と種類の異なった金槌が2本，そして彫刻用タガネ
1本，二個の球体がつながっている高脚杯，3本脚の酒杯が描かれている。こ
れらは彼が元来金細工の職人であることを示すものである。
　128．針金製造人
　1510年，聖ヴィトスの日の10日前の水曜日　（6月5日），ParthO10meus
Wintter死す。彼はブランコ乗り（40Y。，早稲田商学305号，P．170，Fig．46
を参照。）の針金作りであった。80才を超えた老人で，早い頃から腰曲りであ
った。兄弟館には6年間を兄弟の一員として過ごした。256番目の兄弟。（1510
年の作画）。
　図は下半分が欠落しているが，上半部に針金引き抜き用ブラソコとダイスの
一部が残っている。40v．（上掲）参照。
　128y．銅細工人
　1510年，聖ラウレソティウスの祝日前の水曜目（8月7日），銅細工人の
Hams　WeiB死す。4年間を兄弟館の一員として過す。257番目の兄弟。神の
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御恵みを。（1510年の作画）。
　図の下半分は全く欠落している。僅かに通気孔を具えた石積みの鍛冶炉と輸
の一部，そして炉の傍の丸弓形窓を通して木骨構造（Fachwerk）と石積みの
2軒の家屋が見える。亦窓の壁には片手鍋のようなものが吊り下げてある。銅
細工人は醸造用鍋，家蓄用水檜，やかん，そして家庭用のこまごました用具を
銅板から製作する職人である。
　129．財団理事考
　1510年，聖女マグダラのマリヤの祝日の3目前の7月20日，Kunradt
Imho妊，12人兄弟館及びカルトジオ修道院の理事老となる。そして1519年死
す。在任中10人の館の兄弟を送り葬った。（1510年の作画）。
理事者Kunradt　Imho任（在任期問1510～1519）と前夫人Magda1ena
Haller（1494年死亡）と夫人Ursula　NOtzel（1520年死亡）が祭壇に脆まづ
いている。各々の膝下にはImho舐家，HallersteinのHaner家，N肚ze1
家の紋章が描かれている。図は全体が水をかぶったようにぼげてしまっていて
不明瞭であるが，正面の祭壇上部にはマリア受胎告知図の三折祭壇屏風が置か
れているようだ。理事者は黒テソの毛度の肩かけと縁どりのあるマソトを着け，
夫人達ば大きくひろがっている白のウィソプルを被り，長いコートをはおって
いる。そして赤真珠の長い数珠を手にしている。
　129v．尾錠作り
　15！3年，尾錠作りのHans　HopPer，キリスト御降誕の目（12月25日）の夕
方（4時から5時の間であった。）死す。彼は曾てHeintz　DrechBe1sの所の
駆老であった。この兄弟館に迎えられて10年間を過した。258番目の兄弟。
（1513年の作画）。
　観音開きの雨戸の片側だげが開いている窓の前に，机と作業台を置いて，背
もたれのある椅子に掛けた職人が万力に載せてある締め金具にヤスリを掛げて
いる。ここで使用している万力の頭部がどんな構造のものであるかは確かでな
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い。13Y．（早稲田商学302号，P．187，Fig．21）参照。
　130．仕立屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．129
1514年，聖アソトニウスの日の前夜の月曜日（1月16日），仕立やWentze1
死す。8年間を兄弟館の一員として過す。259番目の兄弟。（1514年の作画）。
　107（本稿p．111）と同様の図である。仕立やは木の切り株を腰掛けとして，
立派な革製のマソトの襟周りの縁飾りをかがっている。側の机上には，裁断用
ラシャ鋏，糸玉，そして固い生地や革の場合に用いる突錐がある。天井から下
げてある桿には，足先まである長ズポソ（ホーズ）とハソガーに掛けた婦人用
のマソトが二着吊Lてある。そのうちの一着は，襟周りと袖口，裾にふさふさ
した毛皮がつげられている非常に豪華なものである。
　16世紀頃の富裕な市民達（都市門閥の人々）の生活は豪蓉を極めていた。特
に衣服の著傍は薯しいものがあった。流行は目まぐるLく変った。著修禁止令
　　Fi9，129．仕立屋
（Amb．317．γ，Bd．I，130）
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が何度となく繰り返し公布されたが，実際には抑えることは不可能であった。
市民や貴族の中には衣服に憂き身を婁し零落する者すら出たという。
　130v．パン屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．130
　ユ514年，Frytz　Rugensteinsに隷属していたパン屋のWo1丘死す。兄弟館
に入所してから6年間を遇し，聖大天使ミカエルの日（9月29日）の昼下がり
に死去したのである。260番目の兄弟。（1541年の作画）。
　館の制服の上にカブチン頭巾をデフープルに被り，その長く垂れている細幅
の前垂れを革帯で押えた身なりの職人がパソを焼いている。バソ焼き窯は，屋
根の上に通風塔が載っているパン焼き小屋の中にある。パソ焼きの様子は105，
124，127（本稿p．108p．132p．135）と同じであるが，窯の背後に煙を吐い
ている高い煙突が見られる点が大変注目すべきことである。それは，この窯が
従来の窯と違い，生パンを入れて焼くパソ焼き室と窯を熱する火炉の部分が分
　　Fig．130．パソ屋
（Amb．317．2。，Bd．I，130v．）
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離された新型式のものであることを示Lているからである。こg斧の出現によ
って，灰に汚されてない清潔なパンを，次々と引き続いて迅速に，大量焼くこ
とが出来るようになった。亦，熱効率が良いので燃料を大幅に節約することが
出来，人々に安価なパソを提供出来るようにたった。
　131．桶屋1
　1515年，罪なき聖嬰児等の殉教の祝日（12月28目）に桶やのV1rich死す。
神の御恵みを。彼は12年閻，兄弟館に起居した。261番目の兄弟。（1515年の作
画）。
　11v．，97（早稲田商学302号，P．！85，Fig，17；309号，P．292）と同様の図
である。
　131v．毛羽立て工
　1515年，年長考の兄弟U1rich　Lesslin，キリストの復活の日（5月17日）に
死す。神の御恵みを。10年間を兄弟館に過した。262番目の兄弟。（1515年の作
画）。
　6▽．，45Y．（早稲田商学302号，P．181，Fig，14；305号，P．175）の模写であ
る。
　132．酒樽出し入れ人　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・13工
　1515年，聖霊降臨祭後の木曜日（5月31日），年長の兄弟Hans　Schnabe1
死す。神の御恵みを。彼は13年問に亘り館の一員であった。263番目の兄弟。
（1515年の作画）。
　114（本稿p．117）の模写である。彼は今，酒榑を運搬用はしご枠に載せて，
地下酒蔵庫にゆっくりと降ろしているのである。酒倉入口に立てかけた丸太の
底部木栓に，樽にからんだ綱を更にからませ，その端をしっかり握っている。
そして少しづつ綱を繰り出し，急速に滑り落ちだそうとする樽にブレーキをか
けながら，ゆっくりと降ろすのである。
　酒樽運び人に対しては下記文献参照
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　珊9，131．酒樽運搬人
（A㎜b．317、γ，Bd．I，132）
Fi9，132．留め針製造人
（Amb．317．2o，Bd．I，132マ．）
　Joh．Ferd．Roth，Geschichte　des　Nombergischen　Hande1s．TL　4．
Leipzig1802，S．350～352．
　A．Jege1，Em批rmgs舶rsorge　des　A1tn廿mberger　Rates．Mitt．d．Ver．
f．Gesch．d．Stadt　N直rnberg，Bd．37．1940，S．143，
　132v．留め針製造人　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig132
　1515年，留め針作りの老Michel，万聖節の後の火曜の夜（11月6日）死す。
彼は館に1年間を過した。264番目の兄弟。（1515年の作画）。
　留め針やは小さな金敷が確りと据えてある仕事机に向って座Lている。留め
針は鉄や真鐵の針金から作られ，衣服を身体にぴったりと合わせたり，亦装飾
用に使用するのである。作業台の上には曲っている針金を真直に廷ばすための
金敷や先を尖がらせるヤスリなどの道具と未加工の針が散らぼっている。そし
て台の端には紙に差して並べた完成晶の留め針が置いてある。
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　留め針製造に関しては下記文献参照
　Jost　A㎜man，Eygent1iche　Beschreibung　a1ler　St盆nde　au舐Erden．M1it
Versen平on　Hans　Sachs．Frankfurt　a．M．1568，B工．d　II．（ヨースト・ア
マン，西洋職人づくし，小野忠重解題，岩崎美術杜，1970）。
　133．教会の振鈴係　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g・133
　1516年，三王礼拝の公顕節の後の水曜日（1月9日），年長のJerg　Pair死
す。彼はニュルソベルグのJObst瀬療養所の振鈴係であった。4年間を兄弟
館に過す。265番目の兄弟。（1516年の作画）。
　立派な顎髭をつけた長い髪の毛の振鈴係が，アーチ形をしている入口に，振
鈴を手にして立っている。彼は兄弟館の制服の上にスカプラリオ（skapulier；
修道士着用の肩から前後に垂れる外衣。）風の上張りを身に付げている。彼の
　　　　　　　　　　　　　　＾キガノ背後には舟形光背のような形の壁寵（像を飾るために，壁に設けてあるくぼ
　Fig．133．教会振鈴係
（Amb．317．2。，Bd．I，133）
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み。）があり，中に，この病院の守護聖人の聖Jobstの像が安置されている。
聖者は巡礼の装いで，手に杖を持ち光輸を背負っている。聖老の側にある円形
容器は泉盤の附属物であろうか？　そして聖者の前方には悪疫退散の矢を入れ
た矢筒が置かれている。
　ここに描かれている壁寵の様子からすると，この図の状態は現在の聖JObst
教会の玄関の左手を示していると想われる。そして玄関は壁寵の置かれている
内陣の北壁に沿っているのである。聖者Jobstの像は今日では，聖JObst教
会堂内の奥深いところに安置されている。
　133v．靴屋
　1517年，罪なき聖嬰児等の殉教考の日（12月28日），靴やのJackob　Paum－
garttner死す。彼は年長者であった。兄弟館には9ケ月を過した。（1517年の
作画）。
　靴やは兄弟館の制服を着て，丸いフェルトの狭いつぱの付いた帽子を被って
いる。ナイフで靴底を加工している。作業ベンチの上には，靴の片方と半月形
の裁断包丁と革の切れはじがある。
　134一刀鍛冶屋
　1519年・聖燭節の前夜（2月1目），刀鍛冶のPertho1omeuB　Ckemyzer
死す。5年問を兄弟館に過す。267番目の兄弟。（1519年の作函）。
　114Y・（本稿p・！18）の左右を入れ換えた，粗雑な図である。右下部，4分
の1が欠損している。
　134v．財団理事者
　1519年。4月30日，ヴァルブルギスの祝日の前夜の土曜日，老，Hans
Imho妊，12人兄弟館及カルトジオ修道院の理事考となる。1522年8月12目，理
事考Hans　Imhof死す。（1519年の作画）。
　理事者・老HansImho任（在任期間1519～1522）と夫人Katharina（旧姓
M雌el，1536年死亡）の両老が祭壇に脆づいている図である。祭壇は，高所に
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＋字枠の入った窓のある，石積みの厳粛な祭室に安置されている。この画面は，
全体が水で洗われた様に，ぼんやりとしているので，白布で覆われた祭壇上面
の様子は良く分らたい。どうやら，両側に背の高い豪華な真録製の燭台が立ち，
その中央ヒ，大きなピエタの画像が置かれているようだ。
　白髪の理事者は黒テソの毛皮を肩に覆ったマソトを着ている。夫人は細い嚢
があるマントを着げ，大きくひろがっている白のウイソプルを被っている。理
事者の足許にはImh0任家の紋章が描かれているが，夫人のほうは，足許の附
近が欠落しているので不明である。
　　解説に際Lて参照した参考文献は，一々挙げることを避けて，一括して記載させて
　頂くことにした。
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